
新定番
遊び心が生んだ浜松の
特集1

浜松といえば…「浜松まつり」と言っても過言ではない。

まつりに対する熱意はハンパない。

浜松まつりは、宗教的な意義がなく、神社仏閣の祭礼ではない、純粋な市民まつり。

その発端は、遠い昔、江戸時代―。

出産祝いに子供の名前を書いて凧揚げをしていたことから、

町vs町の凧揚げ合戦に進展。

今では150万人以上もの観光客が訪れる、

規模も内容も全国屈指のフェスティバルに発展した。

そんな昔から、「楽しむこと」に貪欲な浜松人は、まさに“遊びの達人”。

ユニークな機転を利かせたり、さまざまな発想を構築したり、

精一杯自分の能力を駆使して生まれる真の遊びには、

必ず「発見」「学び」「進化」がある。

そして、スズキやヤマハなど世界的企業が誕生した背景にある

「やらまいかスピリッツ」に遊び心の精神が加わり、

現代の浜松のあらゆるものに活かされている。

“定番に、遊び心をプラスして新定番を作りあげる力”

それこそが、浜松が誇る最大のパワー。

その影に隠れる浜松人の遊び心、

常に進化しつづける〝生み出す力〟を感じとり、

より浜松の魅力を満喫していただきたい。

浜松まつりの新定番
浜松グルメの新定番
浜松レジャーの新定番
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P12

3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。
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浜
松
ま
つ
り
は
、も
と
も
と「
男
の
ま
つ
り
」。

し
か
し
な
が
ら
時
代
の
風
潮
に
よ
り
、昨
今
女

性
の
参
加
者
が
急
増
。幅
広
い
年
齢
層
の
女
性

が
法
被
姿
で
凧
揚
げ
会
場
に
参
加
し
、小
学
生

の
女
の
子
も
ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
列
を
作
っ
て
い

る
。ま
た
、初
子
の
凧
揚
げ
も
、昔
は
長
男
の
誕

生
を
祝
う
の
が
し
き
た
り
だ
っ
た
が
、２
男
で

も
女
児
で
も
子
供
が
産
ま
れ
た
ら
お
祝
い
を
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
変
化
し
た
。伝
統
を
守

り
つ
つ
も
、男
女
関
係
な
く
、み
ん
な
の
ま
つ
り

に
発
展
し
て
き
た
の
だ
。参
加
す
る
大
人
も
子

ど
も
も
、と
も
に
輝
き
、情
熱
を
燃
や
す
。そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き

く
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

初
子
の
お
祝
い（
練
り
）に
参
加
す

る
と
、自
分
も
早
く
子
ど
も
を
持

ち
た
い
と
思
う
若
衆
が
多
く
な
る

ら
し
い
。し
か
も
、浜
松
ま
つ
り
は

解
放
感
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
せ
い

か
、恋
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、

カ
ッ
プ
ル
成
立
率
が
高
い
。そ
の

若
衆
が
結
婚
し
、子
ど
も
を
産

み
、次
世
代
の
浜
松
ま
つ
り
を
創

造
し
て
い
く
の
だ
。も
し
か
す
る

と
、浜
松
ま
つ
り
は「
少
子
化
を

食
い
止
め
る
」と
い
う
大
き
な
役

割
を
、密
か
に
果
た
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

浜松の新定番

まつり
matsuri

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

浜
松
ま
つ
り
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
3
日
間
に
開
催
さ
れ

る
浜
松
ま
つ
り
は
、4
4
0
年
以
上
も
の
歴
史

を
誇
り
、毎
年
1
5
0
万
人
以
上
の
観
光
客
が

訪
れ
る
と
い
う
、日
本
有
数
の
お
ま
つ
り
。

東
京
の
天
下
祭
り
や
京
都
の
祇
園
祭
と
は
異

な
り
、神
社
仏
閣
の
祭
礼
と
は
一
切
関
係
の
な

い
、市
民
ま
つ
り
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

浜
松
人
に
と
っ
て
浜
松
ま
つ
り
は
、年
に
一
度

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、市
全
体
が
お
ま
つ
り

一
色
と
な
る
。昼
は
中
田
島
凧
揚
げ
会
場
で
勇

壮
な「
凧
揚
げ
合
戦
」、夜
は
市
中
心
街
で
絢

爛
豪
華
な「
御
殿
屋
台
の
引
き
回
し
」が
行
わ

れ
る
。ま
た
、提
灯
を
掲
げ
た
威
勢
の
い
い
若

衆
が『
オ
イ
シ
ョ
・
オ
イ
シ
ョ
』と
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
行
進
す
る「
練
り
」や
、初
子
と
施
主
を
囲

み
、初
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、気
勢
を

あ
げ
な
が
ら
も
み
く
ち
ゃ
に
な
る「
激
練
り
」

は
、見
る
人
全
て
を
圧
倒
す
る
。

さ
ら
に
は
郷
土
芸
能
や
吹
奏
楽
パ
レ
ー
ド
、ミ

ス
浜
松
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、3
日
間
思
う
存
分

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
。ま
さ
に
参
加
者

だ
け
で
な
く
、見
て
い
る
人
も
楽
し
め
、老
若
男

女
問
わ
ず
興
奮
の
渦
に
の
ま
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
だ
。

熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ
る
！

勇
壮
で
豪
華
な
ま
つ
り

大
人
も
子
ど
も
も
、男
も
女
も

情
熱
を
ぶ
つ
け
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

浜
松
ま
つ
り
は

「
婚
活
の
場
」??

町
衆
総
出
で
初
子
の
誕
生
を
祝
う
凧
揚
げ
や
、

町
ご
と
の
威
信
を
か
け
て
糸
切
り
合
戦
が
行

わ
れ
る
凧
揚
げ
会
場
で
は
斬
新
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
女
子
も
急
増
し
て
い
る
。そ
れ
は
、

ま
る
で
男
た
ち
が
意
地
を
か
け
て
戦
う
凧

揚
げ
合
戦
の
よ
う
に
、個
性
的
で
注
目
度
の

高
い〝
ま
つ
り
ス
タ
イ
ル
〞を
競
い
合
っ
て
い
る

か
の
よ
う
。

リ
ー
ゼ
ン
ト
に
夜
会
巻
き
が
ま
つ
り
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
の
定
番
だ
が
、近
年
で
は
、ロ
ッ
ク
な
ド

レ
ッ
ド
風
編
み
こ
み
や
、カ
ラ
フ
ル
に
ヘ
ア
カ

ラ
ー
を
し
た
り
、ア
ッ
プ
に
し
た
髪
に
塗
料
で

ペ
イ
ン
ト
を
施
し
た
り
、個
性
の
強
い
も
の
が

多
い
。ま
る
で
ア
ー
ト
を
楽
し
む
か
の
よ
う
な

大
胆
さ
だ
。ま
た
、凧
印
や
法
被
に
合
わ
せ
て

ネ
イ
ル
も
デ
ザ
イ
ン
す
る
な
ど
、ま
つ
り
ス
タ
イ

ル
へ
の
こ
だ
わ
り
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。

凧
揚
げ
会
場
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

競
う
パ
リ
コ
レ
会
場
に
!?

次のページでは
浜松まつりの

歴史を紹介じゃ！

浜松の新定番　浜松まつりはフェスティバル

fashion

3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、
今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。

3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、
今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。

3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。
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歴史
浜松
まつりの

凧の由来を理解して
浜松まつり通になろう！

7

1

3
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2

5

近頃の人気は「くわ形かぶり」か「喧嘩
かぶり」。まつり参加時は「町内の手拭
い」、街歩きには「好きな柄」と鉢巻を使
い分ける方も。

鉢巻1

日本の伝統的スタイル。藍染め、黒、紺が主流と
なっている。胸元が開きすぎないように着こな
すのが粋。小紋や篭目（かごめ）など多彩な和柄
がそろった鯉口シャツと合わせて着用する。

腹掛け2

法被の下に重ね着する半纏（内半纏と
もいわれる）。自分で柄をデザインした
り、家紋や名前を入れる人も。

半纏3

一番上に羽織るのが各町ごとの法被。
この法被とのバランスを考えて、半纏の
色や柄が決められる。※法被の長さは
膝上20㎝以上（規定より）

法被4

法被や半纏を締める帯。角帯と巻帯が
あるが、最近は巻帯が好まれる傾向。さ
や型、縞などの帯の選び方、結び方にそ
れぞれのセンスが発揮される。

帯5

腹掛けと同様、藍染め、黒、紺が主。股引
きは脚とお尻にフィットさせ、きれいな
ラインを描きつつ、裾は少し短めにする
のがポイント。

股引6

腰から下げる小物入れ。ハンカチや化
粧道具、携帯電話などを入れる。綿の他
に鹿帯や牛帯など素材も色もさまざま。

腰下げ（巾着袋）7

昔の旅人が疲れを軽減するために足に
巻いたという血止め。今は股引きのアク
セントとして用いられる。

血止め8

雪駄は鼻結で個性を演出。白をはじめ、
菊小紋などの和柄からヘビ柄なども見
られる。※凧揚げ場、夜間練りでは使用
禁止（規約より）

雪駄9

腹掛け、股引と色を揃えての使用がお勧
め。最近ではエアーの入った厚底のも
のも販売されている。

地下足袋10

浜松の新定番

まつり
matsuri

浜松まつりの
定番ファッション

e v e n t
s c h e d u l e

浜松市所有の御殿屋台、御殿屋台の起
源と言われている大八車、そして底抜け
屋台の引き回しを行います。 （雨天でも
順延はしません）

浜松市御殿屋台
引き回し

 5/3（火）
18：30～（予定）

鍛冶町通り

浜松市制100周年を記念して、10帖と6
帖の記念凧を作成し大空高く揚げます。 
※当日の風により、10帖6帖どちらが適するのかを
決定し、1枚を揚げます。3日が雨の場合は4日に順
延しますが、3日、4日共に雨でも5日は子供凧揚げ
があるため、行いません。

100周年記念
大凧揚げ

 5/3（火）
9：30～10：30 5/5（木）

11：30～15：00

中田島凧揚げ会場

浜松市制100周年を記念して作成した
2帖凧を観光客に揚げてもらい、浜松ま
つりの雰囲気を体験してもらいます。

5/5（木）10：00～11：30 
※雨天中止

100周年記念凧
凧揚げ体験

 5/3（火）～ 5（木）
10：00～15：00

まつり会館東芝生広場

凧揚げ合戦

 5/3（火）・4（水）
11：00～15：00

中田島凧揚げ会場

御殿屋台引き回し

 5/3（火）～5（木）
18：30～21：00
※雨天中止

鍛冶町通り

吹奏楽パレード

 5/4（水）
17：00～18：00

鍛冶町通り

土産品まつり

 5/3（火）～5（木）
10：00～16：00

風紋広場

浜松市制100周年記念イベントメインイベントさまざまなイベントで
浜松まつりを盛り上げます！

子ども凧揚げ

イベントに関する詳しい情報は  http://hamamatsu-daisuki.net/matsuri/  をご覧下さい。

そのほか、世界の縁日や大道芸、郷土芸能、
2011ミス浜松コンテスト、浜松まつりハーモニカ
100曲リレーコンサートなど、イベントがいっぱい！

お
祝
い
に
大
凧
を

　

揚
げ
ま
し
ょ
う
！

ま
た

絡
ま
っ
た
！

も
う
少
し

離
れ
ろ
よ
！

そ
っ
ち
こ
そ
！

町
ご
と
に

対
戦
だ
！

こ
の
子
が

健
康
に
育
ち

ま
す
よ
う
に

頭
が
良
く
な
り

ま
す
よ
う
に

お
金
に
困
り

ま
せ
ん
よ
う
に

そ
れ
か
ら
・・・

子
供
が

強
く

育
つ

よ
う
に
！

糸
が
切
れ
た
ら

縁
起
悪
い
よ
な
〜

大
事
に

し
ま
し
ょ

俺
ら
、

天
才
！

ど
う
せ
だ
っ
た
ら

も
っ
と
装
飾
し
て

楽
し
も
う
よ
！

こ
れ
が「
凧
揚
げ
合
戦
」

に
発
展
！

や
が
て
そ
れ
は
町
民
に

広
が
り
長
男
が
生
ま
れ
る
と

広
場
の
あ
ち
こ
ち
で

お
祝
い
で
贈
ら
れ
た
凧
が

揚
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

約
4
4
0
年
前…

浜
松
城
の
前
身

「
引
馬
城
」の
城
主『
飯
尾
豊
前
守
』に

長
子
の
義
廣
が
誕
生
！

そ
の
時

入
野
村
に
住
ん
で
い
た

佐
橋
甚
五
郎
の
発
案
で

大
凧
を
揚
げ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
末
期
ご
ろ
に
は

町
別
の
凧
揚
げ
合
戦
に

な
っ
た
そ
う
な
。

明
治
時
代
に
な
る
と

町
意
識
は
さ
ら
に
高
ま
り

各
町
が「
凧
印
」を
決
め

誇
示
し
あ
う
よ
う
に
。

そ
う
し
て

大
正
8
年

各
地
で
行
わ
れ
て
い
た

凧
揚
げ
は
、

和
地
山
練
兵
場

（
現
・
和
地
山
公
園
）に

一
本
化
さ
れ
、凧
揚
げ
が

「
ま
つ
り
」と
し
て
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
そ
う
だ
。

凧
が
完
成
す
る
と

初
子
の
お
施
主
一
族
が

集
ま
り
、糸
目
付
け
の

元
締
め
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
つ
り
当
日

お
施
主
に
凧
糸
を

持
っ
て
も
ら
い

祝
い
凧
を
揚
げ
ま
す
。

初
凧
は
合
戦
で
使
わ
ず

ま
つ
り
の
あ
と
に

お
施
主
に
返
し
て
ま
し
た
が

あ
！

戦
後
に
な
り
家
族
構
成
や

社
会
状
況
の
変
化
と
と
も
に

初
凧
を
合
戦
に
使
う
こ
と
が

許
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
長
男
に
限
ら
ず

2
男
、女
児
の
誕
生
も

同
じ
よ
う
に
祝
い

は
じ
め
た
と
さ
。

女
の
子
だ
っ
て

い
ー
じ
ゃ
ん
！

明
治
の
末
頃

凧
揚
げ
合
戦
の

会
場
に
大
凧
を

移
動
さ
せ
る
た
め

大
八
車
の
四
隅
に

柱
を
立
て
て
運
ん
で

い
ま
し
た
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そ
れ
楽
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い
ね

伝
馬
町

若
松
座
の

森
三
之
助
と

い
う
役
者
が

芸
者
衆
と

鐘
や
太
鼓
で

は
や
し
た
て
た
の
が

き
っ
か
け

大
正
４
年

造
花
や
提
灯
を

飾
り
つ
け
た

底
抜
け
屋
台
が
登
場
。

昭
和
3
年
頃
か
ら
は

各
町
が
競
っ
て
格
調

高
い
屋
台
を
造
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
6
年

二
重
屋
根
で
彫
り
物
が

た
く
さ
ん
嵌
め
ら
れ
た

重
層
唐
破
風
入
母
屋
造
り

な
ど
の
御
殿
屋
台
が
続
々
登
場
。

絢
爛
豪
華
な

御
殿
屋
台

浜
松
ま
つ
り
の

夜
を
彩
る
よ
う
に

な
っ
た
と
さ
。

※雨天中止

イラスト／サイトウ ユウキ

3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、
今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。

3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、
今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。

3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。3月11日に発生した東北地方太平洋地震で被災された方々のご事情に鑑み、今年の5月3日(火)～5日(木)に開催される予定であった浜松まつりは中止となりました。
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凧の由来を理解して
浜松まつり通になろう！
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近頃の人気は「くわ形かぶり」か「喧嘩
かぶり」。まつり参加時は「町内の手拭
い」、街歩きには「好きな柄」と鉢巻を使
い分ける方も。

鉢巻1

日本の伝統的スタイル。藍染め、黒、紺が主流と
なっている。胸元が開きすぎないように着こな
すのが粋。小紋や篭目（かごめ）など多彩な和柄
がそろった鯉口シャツと合わせて着用する。

腹掛け2

法被の下に重ね着する半纏（内半纏と
もいわれる）。自分で柄をデザインした
り、家紋や名前を入れる人も。

半纏3

一番上に羽織るのが各町ごとの法被。
この法被とのバランスを考えて、半纏の
色や柄が決められる。※法被の長さは
膝上20㎝以上（規定より）

法被4

法被や半纏を締める帯。角帯と巻帯が
あるが、最近は巻帯が好まれる傾向。さ
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帯5
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きは脚とお尻にフィットさせ、きれいな
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股引6
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腰下げ（巾着袋）7
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雪駄9

腹掛け、股引と色を揃えての使用がお勧
め。最近ではエアーの入った厚底のも
のも販売されている。
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